
第
53
回
飯
綱

校

祭

が
、
新

型

コ

ロ

ナ

ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
対
策
を

講
じ
た
上
で

開
催
さ
れ
ま

し

た
。
１

日

目
は
様
々
な

学
習
の
発
表

や
運
動
会
、
２
日
目
は
音
楽
会
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
１
日
目
の
教
科

の
発
表
で
は
、
発
表
者
が
全
校
生
徒

に
ク
イ
ズ
を
出
し
た
り
、
英
語
の
ス

ピ
ー
チ
を
し
た
り
し
て
、
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
「A

LL 
STA

R
 

～
主
役
は
君
だ

～
」
の
よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り
が
輝

い
た
学
校
祭
に
な
り
ま
し
た
。 

☆
☆
☆
生
徒
の
日
記
よ
り
☆
☆
☆ 

『
今
日
、
校
祭
が
あ
り
ま
し
た
。
１

日
目
は
、
最
初
に
発
表
、
運
動
会
、

ダ
ン
ス
を
し
ま
し
た
。
２
日
目
は
、

音
楽
会
を
し
ま
し
た
。
発
表
は
と
て

も
緊
張
し
た
け
ど
、
な
ん
と
か
で
き

て
よ
か
っ
た
で
す
。
運
動
会
は
、
ど

ち
ら
の
種
目
も
楽
し
く
、
協
力
し
て

で
き
た
し
、
ダ
ン
ス

も
音
楽
会
も
、
今
ま

で
で
一
番
よ
く
発
表

で

き
た

と
思
い

ま

す
。
校
祭
は
す
ご
く

楽
し
か
っ
た
で
す
。

少
し
挑
戦
し
た
り
で

き
ま
し
た
。
ま
た
後

半
、
皆
と
も
っ
と
仲

良

く

し

た

い

で

す
。
』 

☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆ 

『
九
月
三
十
日
、
十
月
一
日
に
無
事
に
校
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
初
め
て
の
校
祭
で
、
ど
の
よ
う
な
も
の

か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
言
で
表
す
と
「
最

高
で
し
た
。
」
今
ま

で
の
成
果
を
全
て
発

揮
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
自
分
た
ち

の
も
勿
論
と
て
も
良

か
っ
た
で
す
が
、
３

年
３
組
の
リ
レ
ー
や

歌
で
す
。
魂
を
燃
や

し
て
プ
レ
ー
し
て
い

る
よ
う
な
感
じ
で
、

言
葉
で
は
言
い
表
す

こ
と
が
で
き
な
い
く

ら
い
す
ご
い
も
の
で

し
た 

。
』 

R4
飯
綱
校
祭 

 

～飯綱山こそ われらが希望～ 
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十
一
月
四
日
（
金
）
か
ら
十
一

月
六
日
（
日
）
の
三
日
間
で
京

都
、
奈
良
へ
の
修
学
旅
行
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
、
二
回
の
延
期
が
あ
り
ま
し

た
が
（
四
月
か
ら
八
月
、
八
月

か
ら
十
一
月
）
、
自
分
た
ち
で

で
き
る
様
々
な
工
夫
や
準
備
を

し
、
無
事
、
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

 

 

生
徒
た
ち
は
、
奈
良
・
京
都
に
訪
れ
な
け
れ
ば
で
き

な
い
こ
と
を
、
仲
間
と
共
に
触
れ
て
、
知
っ
て
、
学
ん

で
、
体
験
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
こ
の
修
学
旅
行
の
目

的
で
あ
っ
た
、
「
今
も
生
き
続
け
る
歴
史
の
深
み
と
、

そ
こ
に
生
き
た
人
々
の
軌
跡
を
確
か
め
、
伝
統
文
化
の

す
ば
ら
し
さ
を
実
感
す
る
」
こ
と
や
「
学
年
の
一
員
と

し
て
の
自
覚
を
高
め
る
と
と
も
に
、
人
間
関
係
を
さ
ら

に
深
め
る
」
こ
と
、
そ
し
て
「
今
ま
で
共
に
学
び
あ
っ

て
き
た
仲
間
と
旅
行
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
修
学
旅
行

を
よ
り
思
い
出
深
い
も
の
と
す
る
」
こ
と
を
達
成
で
き

て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 

修
学
旅
行
後
の
、
三
年
生

の
、
今
ま
で
以
上
に
人
に
優

し
く
接
し
て
い
る
姿
や
自
己

課
題
に
向
か
っ
て
た
く
ま
し

く
立
ち
向
か
う
姿
か
ら
も
、

実
施
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ

た
と
思
え
る
行
事
と
な
り
ま

し
た
。 

修
学
旅
行 

（ 

３
学
年 )

 

 



 

前
期
学
校
自
己
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
〈
７
月
末
実
施
〉
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
集
計
結
果

を
お
知
ら
せ
す
る
と
共
に
、
そ
こ
か
ら
見
え
て
き
た
成
果
と
課
題
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
本
校
の
２
学
期
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。
尚
、
例
年
に
習
い
、
後
期
の
学
校
自
己
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
を
12
月
末
か
ら
1
月
初

旬
に
か
け
て
実
施
い
た
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
日
配
布
致
し
ま
し
た
案
内
の
プ
リ
ン
ト
を
ご
参
照
下
さ

い
。
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 

生
徒
へ
の
『
安
心
し
て
学
校
に
行
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
』
『
先
生
方
は
、
皆
さ
ん
が
居
心
地
よ
く
過
ご
せ
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
思
う
』
と
い
う
質
問
や
、
保
護
者
へ
の
『
お
子
さ
ん
は
、
安
心
し
て
登
校
し
て
い
る
』
『
学
校

は
、
生
徒
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
、
十
分
な
対
策
を
講
じ
て
い

る
』
と
い
う
質
問
に
つ
い
て
は
、
「
よ
く
あ
て
は
ま
る
」
ま
た
は
「
あ
て
は
ま
る
」
と
回
答
し
た
人
の
割
合
が
、
い
ず

れ
も
九
割
を
超
え
て
お
り
、
昨
年
度
同
様
、
多
く
の
生
徒
が
安
心
・
安
全
に
過
ご
せ
て
い
る
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。
し

1 2 3 4 1 2 3 4

Ⅰ-1 お子さんは，安心して登校している。 57% 41% 1% 0% 39% 52% 8% 1% 99% ⇒ 91%

Ⅰ-2
お子さんは，学校で学習したことはおおよそ分かっ
ている。

24% 52% 22% 2% 15% 55% 28% 2% 76% ⇒ 70%

Ⅰ-3 家庭学習の内容は，質，量ともに適当である。 23% 48% 28% 1% 7% 65% 24% 4% 71% ⇒ 72%

Ⅰ-4
生徒は，地域や校内で気持ちのよい挨拶ができてい
る。

36% 56% 9% 0% 29% 61% 10% 0% 91% ⇒ 90%

Ⅰ-5
生徒は，服装，持ち物，行動など，学校全般におい
て，きまりを守って生活している。

45% 50% 4% 0% 45% 51% 3% 1% 96% ⇒ 96%

Ⅰ-6
学校は，生徒が豊かな人間関係を築けるよう，教育
活動を工夫している。

39% 56% 4% 1% 15% 72% 10% 3% 95% ⇒ 87%

Ⅰ-7
学校は，SNS等の利用について，十分な啓発活動を
行っている。

38% 52% 9% 1% 12% 64% 23% 1% 90% ⇒ 76%

Ⅰ-8
学校は，地域に関心を持ち，地域との関わりを大切
にしながら教育活動を行っている。

36% 60% 4% 0% 25% 71% 3% 1% 96% ⇒ 96%

Ⅰ-9
学校は，生徒一人一人に寄り添い，生徒の成長のた
めに十分な支援を行っている。

33% 62% 5% 1% 15% 69% 11% 5% 95% ⇒ 84%

Ⅰ-10
学校の職員は，挨拶や会釈をし，気持ちのよい声が
けを心がけている。

47% 46% 5% 1% 32% 57% 10% 1% 93% ⇒ 89%

Ⅰ-11
学校，学年，学級からの便りを通して，学校の様子が
分かりやすく伝わってくる。

40% 55% 4% 1% 21% 61% 17% 1% 95% ⇒ 82%

Ⅰ-12
学校は，生徒が安心して過ごせるように，新型コロナ
ウイルス感染症について，十分な対策を講じている。

51% 47% 1% 0% 30% 65% 4% 1% 99% ⇒ 95%

2022年度　前期　「よりよい学校づくりのために」アンケート　〈保護者〉

　　１ よくあてはまる　　２ あてはまる　　３ あまりあてはまらない　　４ あてはまらない

番号 設問
保護者R3前期(135人) 保護者R4前期(147人) 「あてはまる」の比較

2022年度　前期「よりよい学校づくりのために」アンケート〈生徒〉
 １　よくあてはまる　　２　あてはまる　　３　あまりあてはまらない　　４　あてはまらない

1 2 3 4 1 2 3 4

Ⅰ-1 安心して学校に行くことができている。 70% 28% 1% 0% 71% 25% 4% 0% 99% ⇒ 96%

Ⅰ-2
学級や学年の仲間の気持ちを考え，居心地のよい集団
にしようと心がけている。

68% 29% 2% 0% 63% 34% 3% 0% 97% ⇒ 97%

Ⅰ-3 授業の前に授業の準備とウォーミングアップをしている。 51% 41% 8% 0% 50% 48% 1% 0% 92% ⇒ 98%

Ⅰ-4
楽しく授業に参加し，学習内容はおおよそ理解してい
る。

45% 46% 8% 0% 44% 47% 8% 0% 92% ⇒ 91%

Ⅰ-5
授業では，友と関わったり，話し合ったりすることを通して，自
分の考えを深めたり，広げたりすることができている。

49% 37% 12% 1% 67% 26% 6% 0% 87% ⇒ 93%

Ⅰ-6
授業では，人に分かるように自分の言葉で話そうとして
いる。

42% 44% 12% 1% 48% 41% 9% 2% 86% ⇒ 90%

Ⅰ-7
授業の終わりでは，１時間の授業を振り返り，次の授業
へ生かそうとしている。

31% 46% 20% 2% 25% 52% 21% 1% 78% ⇒ 78%

Ⅰ-8
「教育相談」の時間は，家庭学習の計画を立てたり，理
解が十分でないところを補ったりするのに役立ってい
る。

42% 46% 12% 1% 40% 50% 9% 1% 88% ⇒ 90%

Ⅰ-9
人権学習では，自分や他者の人権を守るための行動に
ついて考え，人権意識を高めることができた。

43% 38% 19% 0% 43% 44% 11% 2% 81% ⇒ 87%

Ⅰ-10
総合的な学習の時間の防災学習(１年)，職場体験学習(２年)，
私の飯綱町(３年)は，地域や自分の生き方について見つめる
機会になった。

65% 31% 3% 1% 60% 38% 1% 0% 96% ⇒ 99%

Ⅰ-11
人権学習では，自分や他者の人権を守るための行動に
ついて考え，人権意識を高めることができた。

69% 29% 1% 0% 75% 25% 0% 0% 99% ⇒ 100%

Ⅰ-12
道徳の授業では，課題を自分自身の問題と捉え，様々
な角度から考えて，よりよい生き方を求めようとしている。

60% 35% 4% 1% 65% 33% 2% 0% 95% ⇒ 98%

Ⅰ-13 地域や校内で気持ちのよい挨拶ができている。 65% 32% 4% 0% 65% 33% 2% 0% 96% ⇒ 98%

Ⅰ-14
服装，持ち物，行動など，学校生活全般において，きま
りを守って生活している。

73% 26% 0% 0% 71% 29% 1% 0% 100% ⇒ 99%

Ⅰ-15
生徒会活動では，自分のやるべき仕事に責任を持ち，
協力して取り組んでいる。

66% 33% 0% 0% 71% 27% 1% 0% 99% ⇒ 99%

Ⅰ-16
委員会や学級会などの時間に，自分の考えを発信した
り，発言を聞いて自分の考えを深めようとしている。

54% 41% 5% 1% 44% 44% 12% 0% 94% ⇒ 88%

Ⅰ-17 清掃では，無言で集中して取り組んでいる。 62% 35% 2% 1% 62% 34% 4% 0% 97% ⇒ 96%

Ⅰ-18
先生方は，挨拶や会釈をし，気持ちのよい声がけを心
がけている。

66% 32% 2% 0% 65% 32% 4% 0% 98% ⇒ 96%

Ⅰ-19
先生方は，皆さんが居心地よく過ごせるように取り組ん
でいると思う。

70% 27% 3% 0% 65% 32% 3% 0% 97% ⇒ 97%

Ⅰ-20
先生方は，皆さんが安心して過ごせるように，新型コロ
ナウイルス感染症について，十分な対策を講じていると
思う。

78% 20% 2% 0% 67% 30% 3% 0% 98% ⇒ 97%

番号 設問
R3　全校 R4全校 「あてはまる」

の比較

か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
項
目
に
お
い
て
、
「
あ
ま
り
あ
て
は
ま
ら
な
い
」
お
よ
び
「
あ
て

は
ま
ら
な
い
」
と
回
答
し
て
い
る
人
も
少
な
か
ら
ず
お
り
、
生
徒
・
保
護
者
一
人
ひ
と
り
の

心
配
事
や
不
安
に
思
う
こ
と
に
十
分
に
対
応
し
切
れ
て
い
な
い
様
子
も
伺
え
ま
し
た
。
こ
の

改
善
の
た
め
に
、
２
学
期
は
、
学
級
担
任
だ
け
で
な
く
、
よ
り
多
く
の
職
員
が
一
人
ひ
と
り

の
生
徒
に
関
わ
り
、
声
を
聞
き
寄
り
添
え
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
し
た
。 

 

本
校
生
徒
の
課
題
で
あ
っ
た
『
人
に
分
か
る
よ
う
に
自
分
の
言
葉
で
話
す
こ
と
』
に
つ
い

て
は
、
授
業
中
、
小
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
の
場
を
多
く
設
け
た
り
、
授
業
お
わ
り
で
、

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
、
次
の
時
間
や
っ
て
み
た
い
こ
と
を
書
か
せ
た
り
し
た
こ
と

で
、
『
授
業
で
は
、
人
に
分
か
る
よ
う
に
自
分
の
言
葉
で
話
し
て
い
る
』
と
い
う
質
問
に
、

「
よ
く
あ
て
は
ま
る
」
「
あ
て
は
ま
る
」
と
回
答
し
た
生
徒
が
、
昨
年
度
の
86
％
か
ら
90
％

に
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
着
実
に
効
果
を
上
げ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
工
夫
を
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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